
令和4年（2022年）4月15日　金曜日

　2月定例会は、代表質問、一般質問にはじまり、各常任委員会での審査を経て、本会議で採決を行い、
過去最大規模となる当初予算案（総額約6兆6,884億9,996万円※）を可決しました。�� ※特別会計を含む
　また、議員定数を88人から79人へ削減する条例案や大阪・夢洲地区特定複合観光施設区域の整備
に関する計画の認定を国へ申請する議案を可決し、これらを含む議案121件を可決しました。また、意
見書7件及び決議1件を可決しました。

各議案の概要については、府議会ホー
ムページの［提出議案・議決結果］、議
案審議などの模様は［インターネット
中継］の録画中継をご覧ください。
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A 高齢者施設については、医療の
ひっ迫状況等を鑑みると、感染者

全員に直ちに入院いただくことは困難であ
り、引き続き施設に負担をお願いせざる
を得ず、一層の支援策が必要。施設にお
いて十分な療養環境を確保し適切に対応
してもらうため、施設内療養者一人につき
最大15万円を府独自で支援し、国制度と
併せて最大一人45万円の支援を考えて
いる。こうした取組みはスピード感が重要
であり、可能な限り早く支援を届けたい。

3月1日（代表質問）

Q 高齢者施設においては、クラスター
が多く発生するなど深刻な状況。高

齢者は重症化リスクが高いにもかかわら
ず施設内療養を余儀なくされるなどの状
況が続いており、わが会派では、こうした
施設への支援を強化するよう知事へ緊急
要望を行った。国制度に加えて府も更なる
支援策を行うとのことだが、具体的な支援
策は。スピード感を持って取り組むべき。

大阪維新の会
大阪府議会議員団

前田　洋輔
（八尾市）

杉江　友介
（吹田市）

他の主な質問項目
◦IR実現の府民等への効果
◦デジタル改革の検討と進め方
◦ネット上の誹謗中傷等対策
◦大阪北視覚の老朽化対策
◦障がい者や子どもの万博参加
◦万博を契機とした産業振興
◦ヤングケアラーに対する支援
◦府立高校の民営化

他の主な質問項目
◦政府関係機関の大阪への移転
◦大阪IRについて
◦大阪・関西万博の認知度向上
◦児童虐待・いじめへの対応
◦ヤングケアラー支援
◦大規模地震対策
◦商店街店舗魅力向上支援事業
◦交番等の整備

他の主な質問項目
◦潜在看護師等の活用強化
◦万博の機会活用
◦分譲マンションの管理・再生
◦水防災情報システムの再整備
◦消費者教育の取組み
◦難聴の早期発見・療育
◦支援学校と高校の併設
◦大阪広域データ連携基盤

重症化リスクの高い高齢者
施設へ府独自の支援を

A 他部局も含めた応援職員やさらなる派
遣職員を配置。1月中旬からは重症化

リスクの高い施設を除く一般事業者で陽性
者が発生した場合、事業者自らが濃厚接触
者の特定や検査を行うこととするとともに、
2月中旬からはファーストタッチの対象者を
リスクの高い陽性者に限定するなど、順次、
重点化を行った。今後の感染拡大にあたっ
ては変異株等の動向も注視し、ハイリスク
者のフォローを確実に行うことを基本に、保
健所業務のさらなる重点化等を検討。

3月2日（代表質問）
自由民主党・無所属
大阪府議会議員団

徳永　愼市
（大阪市東成区）

第六波では、1日の新規陽性者数が1万
人を超え、これまで以上の感染拡大と

なり、大阪府内の保健所においては、陽性者
の療養決定が遅れるなど、保健所業務がひっ
迫した。
　今後の第七波、八波に向けて、保健所のさ
らなる人員体制の強化と業務の重点化が必要
と考えるが、いかがか。

Q

今後の感染拡大の波に向け、
保健所の体制強化を

A 令和4年度は、社会的認知度の向上の
ための取組みとして、地域住民を対象

としたフォーラムの開催や市町村職員、福
祉専門職等を対象とした研修の実施をはじ
め、発見から相談、支援へのつなぎが円滑
に進むよう、市町村での相談窓口の設置等、
体制整備をバックアップし、ヤングケアラー
の支援に向け、着実に取組みを進めていく。
条例の制定については、国の動向、他自治
体での制定状況や目的等を注視し、関係部
局において必要性等を研究する。

3月3日（代表質問）
公明党

大阪府議会議員団

肥後　洋一朗
（寝屋川市）

ヤングケアラーが、必要なときに必要な
支援が受けられる支援体制を構築して

いくことが喫緊の課題。早期発見・把握、支援
策の推進、社会的認知度の向上が重要なポイ
ント。市町村、関係機関、NPO法人等と連携
して支援に取り組むべきと考えるが、今後ど
のように取り組むのか。また、早期に支援に関
する計画等の策定を盛り込んだ条例を制定す
べき。

ヤングケアラーの支援体制の
構築と条例制定を

Q

知事提出議案　（議決不要の報告16件を除く）　可決　118件
●��大阪・夢洲地区特定複合観光施設設置運営事業に関する条例制定の件
　�（国際競争力の高い魅力ある滞在型観光の実現に寄与するために基本理念等を定めるもの）
可決した議員提出議案　　3件
●�大阪府議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に関
する条例一部改正の件

●�大阪府政務活動費の交付に関する条例一部改正の件
　（��任期最終月における政務活動費の交付を定額交付から就任日数に基づき日割りにより
計算した額による交付に改めるもの）

●�大阪府インターネット上の誹謗中傷や差別等の人権侵害のない社会づくり条例制定の件

可決した意見書　　7件
●�インターネット上の人権侵害を解消するための社会環境整備を求める意見書
●��在日米軍における新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書
●��社会福祉施設における感染症対策の充実に関する意見書
●精神保健医療福祉の改善を求める意見書
●�緊急事態に対応できる国づくりに向けた建設的な議論を求める意見書
●��地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書
●介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象職種の拡大を求める意見書

可決した決議　　1件
●�ロシアによるウクライナへの侵略を強く非難する決議

議案の議決結果
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※4 拉致被害者の救出を求める国民運動のシンボル　　※5 大阪府在日外国人施策に関する指針

※1 営業時間短縮協力金
※2 2025年大阪・関西万博
※3 �下流河川の自然環境を改善するため、一時的に

ダムの放流量を増やすこと

維新…大阪維新の会大阪府議会議員団
公明…公明党大阪府議会議員団
自民…自由民主党・無所属　大阪府議会議員団
自保…自民保守の会
民主…民主ネット大阪府議会議員団
国民…国民の会

Q ワクチン未接種者が不
利益を被らないよう、負
担感のない検査環境を整
備すべき。
A 検査場の確保に向け働
きかけつつ、令和4年度以
降は国の動向も踏まえ判
断。

自民　須田　旭
富田林市、大阪狭山市
及び南河内郡（ ）

Q 子どもの貧困対策と
して教育バウチャー制度
の導入が有効。市町村へ
の財政的支援は。
A 新子育て支援交付金に
より、塾代助成等市町村
が実情に応じて実施する
取組みを支援。

5月20日（金）から6月9日（木）までの予定です。
※日程は変更になる場合がありますので、ご了承ください。

5月定例会日程のご案内

Q 新たな表彰制度を設
け、幼稚園から高校まで
幅広くSDGsの取組みを
顕彰すべき。
A 表彰や発表の機会の設
定、優れた事例の紹介等、
学校の取組みを後押しし
ていく。

公明　藤村　昌隆
（大阪市平野区）

Q 生野支援学校と大阪
わかば高校の併設にあた
り、地域の教育力を高め
る環境整備を。
A 基本計画の中で、地域の
拠点としてさらにどのよう
な機能を付加するべきか
検討。

維新　角谷　庄一
（大阪市生野区）

Q 政治判断でIR事業を打
ち切った時、事業者が回
収できていない投資額を
補償するのか。
A 当事者間で協議し、そ
の協議が成立しない場合
は司法的に判断されるも
のと認識。

民主　山田　けんた
（枚方市）

Q 今後、府営交野梅ケ枝
団地等の再編・整備を通
じたまちづくりに、どう
取り組むのか。
A 今後、建替えを実施。生
活利便施設の導入等、地
域の価値・魅力の向上に
努める。

維新　みよし　かおる
（交野市）

Q 交番数の1割削減につ
いて、警察署ごとの交番
等に勤務する警察官の数
を維持すべき。
A 交番等の勤務員数は維
持。人数を減らすことな
く、事件等への対処能力
向上を図る。

自民　原田　亮
（箕面市及び豊能郡）

Q 協力金※1の審査に店舗
内外を含めた現地調査が
有効。支給の判断に活か
すべき。
A 立会調査の効果も含め
検討し、協力金を迅速に
届けられるよう適正な支
給に取り組む。

維新　上田　健二
（寝屋川市）

Q SDGsの理念の平和に
ついて、万博※2開催地で
ある大阪から更なる発信
の強化が重要では。
A 市町村との連携強化や
国内外ネットワークの活
用を図り、一層の情報発
信に取り組む。

公明　川岡　栄一
（大阪市大正区及び西成区）

Q 急速に進む人口減少
社会を見据え、急増する
空き家への対策が必要。
府の取組みは。
A 「空家総合戦略・大阪」
の後継として取組方針を
策定し、対策を積極的に
進める。

維新　いらはら　勉
（堺市北区）

Q ワクチン等の開発が
進んでいる中、国産ワク
チンや治療薬の実用化へ
の考えは。
A 早期実用化が重要。今
後とも研究機関等との連
携等に努め、感染症対策
に取り組む。

自民　しかた　松男
（大阪市城東区）

Q ウクライナからの避
難民を人道的観点から積
極的に受け入れるべき。
府の取組みは。
A 生活、住居、教育、仕事
の4本柱を軸に受入支援
政策を総合的に実行して
いく。

維新　松浪　武久
（泉佐野市及び泉南郡熊取町）

Q 交番等の最適化にあた
り、交番機能を備えた車
両であるアクティブ交番
の導入検討を。
A 治安対策に有効な選択
肢の一つと考えており、
導入の可否について検討
していく。

公明　三宅　史明
（大阪市東淀川区）

Q SNSにおけるいじめや
誹謗中傷は深刻な問題。
適正な利用に向けた今後
の方向性は。
A 指導の手引き等を作成
し、市町村教育委員会や
学校に示すなど、連携し
て取り組む。

維新　広野　瑞穂
（東大阪市）

Q 子どもを守るため、
DBS(公的機関による無
犯罪証明書)導入の早い
実現へ発信を。
A 子どもを守る仕組み
が速やかに整備されるよ
う、国に対し積極的に提
言していく。

維新　富田　武彦
（大阪市東住吉区）

Q 今年5月に本体が完成
し、引き続き試験湛水を
行う予定の安威川ダムの
効果は。
A 治水面と利水・環境面
に効果。フラッシュ放流※3

で、より自然に近い環境の
創出が期待。

維新　松本　利明
（茨木市）

Q 世界と戦える南泉州
地域を創るべき。魅力的
な空間形成に向けた今後
の取組みは。
A 沿岸市町等と連携し、
民間が参画しやすい仕組
みの検討などを進めてい
く。

Q 防潮鉄扉の遠隔操作化
について、車両の衝突事故
等の課題解決に向けた取
組状況は。
A 衝突回避方法の検討に
着手。今後、交通量の多い
大阪市内で他府県事例の
適応等検討。

維新　中川　誠太
（大阪市西淀川区）

Q 身体障がい者補助犬
の同伴が支障なく行われ
るよう、理解促進にしっ
かりと取組みを。
A 認知度向上が重要。引
き続き法律の趣旨や補助
犬への理解促進に取り組
んでいく。

自民　奥谷　正実
（吹田市）

Q 法人に関する超過課
税の府内経済や法人移転
の影響について、検証が
必要ではないか。
A 超過税収の活用による
施策効果と合わせて検証
する必要。手法について
研究したい。

維新　牛尾　治朗
（貝塚市）

令和４年２月定例会令和４年２月定例会
一般質問の主な項目一般質問の主な項目
3月4日・7日・8日の3日間、
一般質問を行いました。

維新　牛尾　治朗
（貝塚市）

Q 府の課長級以上職員
のブルーリボン※4着用
100%をめざしてもらい
たい。取組みを伺う。
A 12月の本会議での100
%着用から府庁全職員、府
民への世論喚起につなが
るよう努める。

自民　西村　日加留
（現 自保）	 （堺市堺区）

Q 大阪で全国ねぎサミット
を開催し、日本のネギの
ルーツ難波葱を全国に発信
するべき。
A 府内市町村で開催され
る場合、難波葱の認知度向
上に向け積極的にサポート
していく。

維新　山本　真吾
（松原市）

Q 災害はいつ発生する
かわからない。安否不明
者等の氏名公表の基準を
早く策定すべき。
A 氏名公表については、
市町村等の意見を聞き、
令和3年中にガイドライン
を策定予定。

公明　中村　広美
（大阪市住吉区）

Q 今 後30年 で 約8100
億円が見込まれる府立学
校の予防保全・建て替え
計画について伺う。
A 高校再編整備計画や支
援学校の狭隘化等の状況
も踏まえながら、進める
必要がある。

維新　前田　洋輔
（八尾市）

Q 大和川を重要な地域
資源の一つとしてまちづ
くりに活用するための取
組みは。
A 地元市町や団体等との
連携を強化し、大和川周辺
の魅力あるまちづくりを
進めていく。

維新　中川　あきひと
（堺市堺区）

Q 多数の朝鮮の人々が
来日を余儀なくされたと
の誤った歴史観に基づく
指針※5は問題。
A 策定から20年近く経
過。一層の多文化共生社
会をめざす中で指針を見
直していきたい。

国民　西野　弘一
（東大阪市）

Q 公立でさらなる中高
一貫校の開設を検討いた
だきたい。教育長の所見
を伺う。
A 府立富田林中・高校の
検証結果や他県の取組み
状況等を踏まえ、研究し
てまいる。

維新　河崎　大樹
（大阪市住吉区）

Q 八尾市山畑地区にお
ける廃棄物の搬入に対
し、砂防法の観点で指導
ができないか伺う。
A 八尾市と情報共有を
図ってきた。今後は、市と
連携して砂防法における
対応を検討。

自民　西川　訓史
（現 自保）	 （八尾市）

Q 教育委員会の機能等
がわかりにくく不透明と
いう府民の声をどう認識
し取り組むのか。
A 意思決定のプロセス等
の透明化は大変重要。今
後、更なる透明化に向け
工夫していく。

維新　植田　正裕
（豊中市）

Q 大阪の文化芸術・エン
ターテインメントを生かし、
エンタメ都市として魅力
発信を。
A 文化芸術等に強みを持
つ民間事業者との連携等
も研究し、大阪の魅力発
信に取り組む。

維新　中野　稔子
（堺市東区及び美原区）

Q 柔軟剤等の香りにより
頭痛などの様々な症状が
生じる、いわゆる「香害」
への対策は。
A 香りへの配慮に関して
医療機関に周知。原因等
の知見を得られたら積極
的に情報提供。

公明　大橋　章夫
（枚方市）

Q ワクチン・検査パッケー
ジ等の無料検査について
どのような体制を整備する
のか。
A 検査精度の確保や陽性
判明時には確実に医療機
関につながるスキームの
構築を検討。

維新　坂上　敏也
（大阪市中央区）

Q 大規模地震に備え、府
営住宅の早期耐震化が入
居者の安全安心に必要。
今後の取組みは。
A 事業期間の短縮に向け
た工期や工区の見直し等
により早期に安全安心の
確保に努める。

自民　西　惠司
（堺市中区）

Q 人口減少等に伴い、市
町村の行財政運営は今後
より深刻となる。府として
の対応は。
A 令和4年度組織再編に
より体制強化を図り、市
町村の基礎自治機能の充
実に取り組む。

維新　中谷　恭典
（柏原市及び藤井寺市）

Q 河川防災情報として
ケーブルテレビを通じて
府民に河川カメラ画像の
提供を。
A 既に3河川4箇所で提
供。他のケーブルテレビ
会社に対しても働きかけ
ていく。

公明　中野　剛
（茨木市）

Q 川口地区は大阪の歴史
に重要な役割を果たした。
歴史的価値がわかる施設
の整備を。
A 歴史的に重要な地域と
認識。事業者や地元の意
見も参考に、公募条件の
整理を進める。

維新　横倉　廉幸
（大阪市西区）

Q インクルーシブな学校
体制の一つとして、高校と
支援学校の併設について
検討を。
A 他府県の先進事例も
踏まえ、より教育効果が
期待できる併設のあり方を
検討していく。

公明　三浦　寿子
（吹田市）

令和3年9月定例会（後半）令和3年9月定例会（後半）
一般質問の主な項目一般質問の主な項目
12月2日・3日・6日・7日の4日間、

一般質問を行いました。

Q 無症状者への無料検
査で陽性となった人をど
のように医療機関の受診
につなげるのか。
A 陽性者情報の府との共
有について手続き上の課
題や仕組み等を早急に検
討。

維新　角谷　庄一
（大阪市生野区）

Q 無症状者への無料検
査事業所を、地域間の偏
在なく確保するための取
組みは。
A 地域偏在等を踏まえ団
体を通じて実施の協力を
求めるとともに、個別に
働きかける。

公明　加治木　一彦
（大阪市淀川区）

令和3年9月定例会（後半）令和3年9月定例会（後半）
代表質問の主な項目代表質問の主な項目

12月17日に
代表質問を行いました。

維新　土井　達也
泉南市、阪南市並びに
泉南郡田尻町及び岬町（ ）


